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ングのみを用いて埋没鋳造を行ったもの(アスベスト 0) ，鋳造リングとアスベストリボン 2 枚を用い








いで，軟化熱処理操作では鋳造時と同様 t.こ埋没条件による差がみられ，リングレスの場合，他の 2 種
の埋没方法と比較して寸法変化が小さく， しかも埋没方向による差はみられなかった。また硬化熱処
理操作では各種埋没条件による差は認められなかった。一方，鋳造鈎の適合性に関しでも，アスベス
ト 0 ，アスベスト 2 の場合ではともに試料の埋没方向による差が認められたが， リングレスではその
差は小さかった。なお，埋没材模型の硬化膨張率(平均値: 0.74士0.10%) が大きくなるにしたがっ














鋳造鈎の適合性に関して，約0.56%の熱膨張率 (650 0C) を有する埋没材模型の硬化膨張率を約1.04%
に調整することによって適合の良好な鋳造鈎が得られた。
以上，鋳造鈎の製作過程における寸法変化とその適合性について検討した結果，各種操作のなかで
鋳造収縮による寸法変化が最も大きく，またリングレス鋳造の場合，試料の埋没方向による影響は少
なかった。したがって，適切な硬化膨張率を有する埋没材模型を製作し，リングレス鋳造を行うこと
によって適合の良好な鋳造鈎が得られることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，従来解明されていなかった，鋳造鈎の製作過程における寸法変化とその適合性とについ
て検討したものである。研究の結果，鋳造鈎の寸法変化およびその適合性に対して埋没条件の影響の
大きいことが判明し，さらに適合のよい鋳造鈎を得るための，埋没条件が明らかにされた。これらは
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補綴臨床上重要な知見であって，本研究は価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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